
⽇本⽣物物理学会は、⽣命現象を理解しようとする約3,000名の研究者が集う学術団体です。本学
会では、⽣体分⼦の形、動き、細胞の働きなどを調べ、⽣きるとはなんだろうという問いにさまざま
な⽴場から取り組んでいます。例えば、⽣物の教科書に書かれているATP合成酵素の回転運動は、本
学会の前会⻑（野地さん）が学⽣時代になされた発⾒です。本学会では、年に⼀度、これらの研究者
が⼀堂に会して最新の成果を発表し議論を⾏う「年会」を開催しています。

本学会では、将来の⽣命科学を担う⾼校⽣や⾼専⽣（本科1〜3年⽣）の皆さんに研究や学会の⾯⽩
さを体験いただくために、年会における⾼校⽣・⾼専⽣の参加および研究発表を積極的に奨励してい
ます。科学クラブなどに所属する皆さんに、⽇頃の研究成果を発表する機会を提供するとともに、第
⼀線で活躍する研究者のユニークな発表や熱い議論を体験して欲しいと願っています。

2026年は、本学会の年会を、韓国の関連する7つの学術団体と共同で、韓国・釜⼭市にて開催しま
す。これは、本学会にとって新たな試みですが、⾼校⽣・⾼専⽣の皆さんにとっても素晴らしい体験
となると考えています。発表内容は初歩的でも構いません。韓国の⾼校⽣の皆さんにも発表を呼びか
けています。世界に広がる研究の現場を体感し、研究を通して友⼈を作る楽しさ体験しませんか？皆
さんのチャレンジを⼼よりお待ちしています。

11⽉24⽇は、ノーベル物理学賞を受賞された梶⽥隆章先⽣による⼀般向け講演会が予定されていま
す。この講演会にも⾼校⽣・⾼専⽣の皆さんにもご参加いただく予定です。
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開催要領

会期：2026年11⽉23⽇（⽉）〜28⽇（⼟）（6⽇間）
予定参加者数：1500⼈
⾼校⽣・⾼専⽣の発表⽇：2026年11⽉24⽇（⽕）
会場：Busan Exhibition and Convention Center（BEXCO）

（韓国釜⼭広域市海雲台区 APEC 路 55 ）
参加費：⾼校⽣・⾼専⽣（本科1〜3年⽣）は、引率の先⽣を含め参加費無料です。
・すべてのサイエンスプログラムにご参加いただけます。
・⾮会員のままで演題発表が可能です。
・宿泊費・交通費は各⾃ご負担ください。また、旅⾏の⼿配も各⾃おすすめください。
・必ず引率の先⽣とご⼀緒にご参加くださいますようお願いいたします。

参加スケジュール（予定）

11⽉23⽇（⽉）：午後釜⼭着 18:30‒ Welcome Reception 参加
11⽉24⽇（⽕）：10:00‒12:00 研究内容のショートプレゼン

13:50‒15:50 ポスター発表会
17:00‒18:00 ノーベル賞受賞者・梶⽥隆章先⽣による

⾼校⽣向け特別講演
18:00〜 ⾼校⽣発表 最優秀賞授与式

11⽉25⽇（⽔）以降 ⾃由⾏動（学会参加・観光など）／随時帰国

年会ウエブサイト https://www.icbbs2026.org/

発表形式

本年会では、約60件のシンポジウムおよび約900件の⼀般演題発表を通じて、研究交
流を⾏います。⾼校⽣・⾼専⽣の皆さんには、ポスター発表の形式で発表いただきま
すが、発表ごとに数分間のショートプレゼンテーションをお願いする予定です。発表
および討論は、英語でお願いします。また、優秀な発表に対する「優秀発表賞」の授
与や、発表者への発表認定証の発⾏を⾏います。

参加登録・発表登録について

本年4⽉中旬より、年会ウエブサイトにて参加登録および発表登録を開始します。参
加者数をおおまかに調べるため、ご参加を検討される⾼校の指導教員の皆さんにおか
れましては、予め年会事務局（下記）へのコンタクトをいただけますとありがたく存
じます。発表登録の際には、英⽂要旨（半⾓780⽂字以内）をご提出いただきます。
過去の年会の発表要旨は、以下のページよりご覧いただけます。

過去の発表要旨 https://doi.org/10.2142/biophys.63.S1

ICBBS2026実⾏委員会

⽇本側年会⻑：朴三⽤（横浜市⽴⼤学・⽣命医科学研究科）
⽇本側事務局代表：⾼橋 聡（東北⼤学・多元物質科学研究所）
⽇本側⾼校⽣発表会担当：岩下美⾥ (Korea Brain Research Institute, Neural Circuit 
Research Group)

お問い合わせ：[ ICBBS2026実⾏委員会]  bsj-nenkai@nacos.com


